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海街 Library２月号 

～あなたの本棚 うしぶかとしょかん～ 

立春も過ぎ、季節は春へ移り変わる頃と
なりました。 
旬の食材もいとより（魚）新玉ねぎ、あ

おやぎ（貝）伊予柑（ミカン）いちごなど
紹介されています。そこにはお稲荷さんの
縁日を祝う初午にちなんで「稲荷ずし」も
あります。最近は季節を問わず店頭に並ん
でいるので、旬はいつなのか？分からない
ものが多くなりました。旬になれば沢山取
れて安くなることが多いのですが、この頃
はそうとも限りません。野菜の値段など気
をつけてみていますが、一年中一定の値段
を保っているようです。トマト、カボチャ
等は栄養価も高いし高値止まりですが、ガ
ソリンも高騰しているので多方面に影響し
ているようです。 
４日からは北京オリンピックも始まりま

した。開会式はシンプルな中にもイキイキ
とした爽やかな映像が魅力的でした。特
に、二十四節気で構成されていて中国の歴
史の重みを感じました。すでに競技は始ま
っていて、選手は自分の目標とする結果に
全力を尽くしているその姿はみんな美しい
と思います。 
１月末に児童文学者の松岡享子さんが亡

くなりました。私達牛深の読み聞かせボラ
ンティア「読聞読聞輪組輪組（どきどきわ
くわく）なかま」は松岡さんの著書『えほ
んのせかいこどものせかい』をテキストと
して、みんなで読み合い学びあって読み聞
かせの活動を始めました。松岡さんは『子
どもと本』という著書の中でも「読むに耐
える本に出合わせて欲しい。読み聞かせは
（耳からの読書）より深く本を味わう力が
ついてくるし目からの読書の力もついてく
る。子ども達に豊かで質の高い読書を保証
するには、共同して、そのための仕組みを
創り、支えていくことが必要である。」
と。 
これを機にもう一度学び直し、子どもと

本をつなぐ役割が果たせる大人になりたい
と思います。   【文・牛深図書館長】 

科学道 100冊 
 

「書籍を通じて科学者の生き 

方・考え方や科学の面白さ・ 

素晴らしさを届ける事業」と 

して発表されている１００冊 

（２０２１年度版）に選ばれた 

資料を 2月いっぱい展示 

しています。 

 

令和３年度読み聞かせボランティア講座 

おはなし小道具講座 
【日時】令和４年２月２０日（日） 

     10：００～１２：００（受付９：４５～） 

【会場】天草市複合施設ここらす 会議室ＢＣ 

【対象】学校や地域で読み聞かせをされている 

方または始めたい方 

【定員】２０人（先着順） 

【準備物】のり、はさみ 

【申込】各図書館カウンターまたはお電話、天草

市電子書籍サービスから（締切：２月１８日） 
 
※新型コロナウイルス感染症拡大の状況によ

り、中止や延期となる場合があります。 

令和４年度 雑誌スポンサー募集！ 

図書館の雑誌カバーに企業広告を掲載して、

企業情報の発信手段として活用してみません

か？  

【対象】企業・商店・団体など 
【スポンサー料】雑誌の購入代金相当額 

【申込期限】令和４年３月３１日（水） 

 

ご協力いただいたスポンサー様には「図書館

応援企業認定証」を贈ります。詳しくは各図書

館までお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【休館日】２月７日（月）、１４日(月)、２１日(月)、２８日(月) 

 

 

 

・『マンモスの抜け殻』    相場英雄／著 
・『長野電鉄殺人事件』   西村京太郎／著 
・『おわかれはモーツァルト』中山七里／著 
・『今を生きるあなたへ』 瀬戸内寂聴／著 
・『文豪はみんな、うつ』   岩波 明／著 
・『無くならないミスの無くし方』 

石田 淳／著 
・『天才はみんな「鈍感」さん』 

ライフハックアニメーション／著 
・『SDGsに向けた生物生産学入門』 

三本木至宏／監修 
 

   

  

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

                               

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～今月の特集展示～ 

【一般】  
・追悼 石原慎太郎さん 

・若い人に贈る読書のすすめ２０２２ 

・猫の日特集  など 

【児童】 

・季節の絵本（冬の絵本）※写真右 

・読み聞かせボランティアおすすめ本 他多数 

 
 

・『あ・さ・ご・は・ん!』  武田美穂／作 
・『あいちゃんとおかあさんのやくそく』 

あいはらひろゆき／文 
・『はなからはいりやすいウイルスのはなし』 

大久保祐輔／作・監修 
・『プーさんの戦争』 

リンジー・マティック／文 
・『学校で知っておきたい著作権 1巻』 

小寺信良／著 
・『日本の文学者 36人の肖像 上・下巻』 

宮川健郎／編 
 

新着図書 
児童 

天草市立 

図書館HP 

 

～おすすめ本紹介～ 

「ロッテを創った男 重光武雄論」 松崎隆司／著 
 「お口の恋人」と聞いてロッテを想い浮かべる人は、どれくらいいるだろう。昭和３０年代にチ

ューインガムのトップメーカーになり、その資本を元に韓国第５位の財閥「ロッテグループ」を

創った創業者在日一世の辛格浩（日本名重光武雄）の生涯記である。 

 自分を自慢するのが好きでないため、自分の本を出すのは嫌いだとのことで日本ではあまり知

られていなかったが、生い立ちから晩年までのエピソードが綴られた、長男重松宏之が著した『私

の父、重光武雄』（ハングルで書かれた未訳本）を基に経済ジャーナリストの著者が補助取材して

書かれている。 

 文頭の「お口の恋人」は昭和３３年にキャッチフレーズとして使用され、ロッテの顧客窓口に

電話すると、「お口の恋人ロッテでございます」と対応して知名度を上げ、売り上げを伸ばしてお

り、商品へのこだわりはもちろんであるが、広告宣伝及びマーキングに優れた創業者であった。 

 昭和の高度成長期の良い時代ではあったにせよ、松下幸之助と並びリストラは一度も行わなか

ったこと、自慢話はしないことには、起業家の手本となるだろう。創業初期の苦労から、晩年の

息子たちによる経営権争いと波乱万丈な９８歳の生涯であった。 

（牛深図書館利用者様） 

一般 

※図書館 HP「図書館おすすめの本」もご覧ください 

 

 

▲贈り物や防寒に使える編み

物の本を集めました 


